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１．はじめに	 

	 アスファルト混合物の耐流動性の評価は，ホイールトラッキング試験から得られる動的安定度(DS)の大小によって

行われるのが一般的である。ただし，大きな DS を呈する髙耐久なアスファルト混合物の耐流動性を比較評価する場合

には注意が必要といわれている。著者は，これまで繰返しねじりせん断試験によってアスファルト混合物の耐久性に

係わる諸特性（耐流動性，剥離抵抗性，長寿命性，耐せん断変形性）の評価を行ってきた１)。今回，5 種類のポリマー

改質アスファルトを用いた密粒度アスファルト混合物の耐久性を比較評価する機会を得たので，本報ではその結果に

ついて報告する。	 

２．試料および試験概要	 

	 試験対象のアスファルト混合物は，5 種類のポリマー改質アスファルト II 型を用いた密粒度アスファルト混合物で

ある。ポリマー改質アスファルトに使用されている改質材は SBS 以外の 3 種類であり，添加量の異なるものも含めて

計 5 種類の改質アスファルトである。なお，本試験研究はブラインドテストであるため，改質材の種類，組成や添加

量等の詳細は不明である。表-1 に，これら 5 種類のポリマー改質アスファルトの諸特性を日本改質アスファルト協会

の規格値２)とともに示す。表から，バインダーPM1,PM2,PM3 は針入度が規格値より小さく若干硬めである。また，タフ

ネスおよびテナシティは，いずれもバインダーPM3 が最も大きく，バインダーPM1 と PM5 が小さい。	 

	 これら 5 種類のポリマー改質アスファルトを用いた密粒度アスファルト混合物の配合諸元および諸特性を表-2 に示

す。動的安定度は，PM5 を用いた混合物(PM5 混合物と称する)が最も大きく PM2 混合物が一番小さいが，いずれも

10000 を超えており耐流動性に優れた混合物であるといえる。残留安定度も PM5 混合物が一番大きく，PM3 混合物が小

さい。	 

	 繰返しねじりせん断試験に用いる

円柱供試体は，まずホイールトラッ

キング試験用の板状供試体(長さ

300mm・幅 300mm・厚さ 50mm)を作製

した後，内径 100mm のコアビットに

て抜き取った直径 100mm・高さ 50mm

のコアの両端面を整形したものであ

る。１枚の板供試体から４個のコアが得られる。	 

	 繰返しねじりせん断試験に用いた試験装置および試験方

法は，既報１)の通りである。すなわち，アスファルト混合

物の円柱供試体の下部に所定のトルク(42Nm)を載荷時間

0.1 秒，休止時間 0.7 秒のハーバーサイン波で繰返し負荷

することによって供試体のねじり角が 45°に至るまで続け，

その間せん断ひずみおよび鉛直軸応力を計測するものであ

る。せん断中，供試体は 60℃の温水に水浸状態で，供試体

の軸変位をゼロに拘束している。	 

３．試験結果および考察	 

	 図-1 に，試験から得られた平均せん断ひずみと載荷回数

の関係を示す。載荷回数の増加に伴う平均せん断ひずみの

表-1	 5 種類のポリマー改質アスファルトの諸特性	 
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増加傾向は，バインダーの種類に係わらず，過去の試験結果と同じであることが分かる。すなわち，平均せん断ひず

みは，載荷初期に急増した後，ほぼ一定の割合で増加して最後に再急増する。 

	 これら平均せん断ひずみと載荷回数の関係から，各バインダーを用いたアスファルト混合物に対して 4 つの評価指

標，すなわち流動直線および剥離直線の各勾配(耐流動性，剥離抵抗性)，剥離変曲点での載荷回数および平均せん断

ひずみ(長寿命性，耐せん断変形性)が得られる。流動直線および剥離直

線の勾配が小さいほど両耐久性が大きいこと，また剥離変曲点での載荷

回数が多いほど長寿命性が高く，平均せん断ひずみが小さいほど耐せん

断変形性が高いことを意味する１)。得られた各評価指標(それぞれ平均

値)のバインダー間での比較を図-2 に示す。流動直線の勾配の大小から，

耐流動性については PM3 混合物が最も大きく，PM1，PM4，PM2，PM5 と

小さくなる。ここで，前出の動的安定度の大小では耐流動性は大きい方

からバインダーPM5，PM3，PM4，PM1，PM2 の順になっており，異なる評

価結果である。次に，剥離抵抗性についても PM3 混合物が最も大きく，

PM1，PM4，PM5，PM2 と小さくなる。ここには示していないが，長寿命

性についても PM3 が最も優れており PM5 混合物が劣っていること，また

耐せん断変形性については PM1 混合物が最も優れており PM2 混合物が劣

っていた。	 

	 図-3 に一例として流動直線の勾配とタフネスの関係を，図-4 に流動

直線の勾配と剥離変曲点での載荷回数の関係を示す。バラツキは見られ

るがタフネスの増加とともに流動直線の勾配は減少傾向(耐流動性が増

加傾向)にあることがわかる。また，過去の評価結果３)と同じように流

動直線の勾配と剥離変曲点での載荷回数(長寿命性)には高い相関がある。	 

４．おわりに	 

	 本報では，繰返しねじりせん断試験に基づいて 5種類のポリマー改質

アスファルト II 型を用いたアスファルト混合物の耐久性に係わる諸特

性を比較評価した。その結果，PM3 改質アスファルト混合物が最も優れ

た耐久性を示すことが分かった。さらに，タフネスの増加にともない耐

流動性が増加傾向にあること(弱相関)が分かり，また耐流動性の増加に

伴い長寿命性が増加傾向(強相関)にあることが確認できた。	 
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図-1	 平均せん断ひずみと載荷回数の関係	 

	 

(a)流動直線の勾配	 

	 

(b)剥離直線の勾配	 

図-2	 流動直線および剥離直線の勾配の	 

バインダー間での比較	 
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